








 

カルニチンは長鎖脂肪酸をβ酸化の場であるミトコンドリア内に運搬する働きをしており,

脂肪酸のβ酸化によって不可欠な物質である。しかし新生児はこのカルニチンの自己生成

能は非常に弱く必要なカルニチンの多くをミルク中のカルニチンに依存している。そこで

新生児期におけるカルニチンを栄養学的に検討してみた。 


